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超伝導体－強磁性体界面の近接効果によって、強磁性体から超伝導層に交換磁場が侵入し、超

伝導層内に局所的にスピン分裂が生じる[1]。この現象について、s 波超伝導体－強磁性絶縁体に

おける研究成果が多く報告されている一方、d 波超伝導体－強磁性絶縁体においては理論的な研

究がほとんど行われていない。2019年にケンブリッジ大学の研究グループが、YBCO と強磁性絶

縁体である Pr0.8Ca0.2MnO3(PCMO)のエピタキシャル多層膜について、PCMO/YBCO/PCMO 構造に

おける TCの振動変調等の系統的な成果を報告しており、銅酸化物超伝導体における対形成機構に

関する新たな研究手法として注目されている。 

今回我々は、パルスレーザー蒸着法により LSAT 基板上に YBCO および PCMO エピタキシャル

膜を育成した試料について、外部磁場を印加した状態でテラヘルツ時間領域分光法(THz-TDS)によ

る面内複素伝導度の測定を行った。THz-TDSは、試料からの透過波の時間波形を測定することが

でき、伝導部虚部に由来する位相遅れを直接測定することができる。Fig. 1 は Tc=90 K を示す

YBCO(39nm)/PCMO(17nm)二層膜について、外部磁場を試料平面に対して平行に与えた時の透過

率の周波数依存性である。21 K では磁場による超伝導の抑制によると考えられる透過率の増大が

高周波で観測されている。このように、

THz-TDS を用いることで試料の透過率、およ

び位相差を測定することができ、これらの結

果から解析によって複素伝導度などの物性値

を算出することができる。口頭発表では、外

部磁場を印加していない状態での結果と比較

し、磁場印加による複素伝導度の変化やYBCO

における超伝導状態の抑制、解析手法につい

てさらに議論する。 
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Figure1. Transmittance of PCMO/YBCO bilayer film 

with/without external magnetic field of 0.1 T. 
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